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■はじめに

このツールガイドでは、Xone をインストールしたフォルダを XONE_HOME とします。実際にインス
トールしたフォルダに適宜読みかえてください。また、各ツールの起動方法は Windows のもので
す。他の OS の場合は、同名のシェルスクリプトを実行してください。

Xone には、管理のためのツールがいくつかバンドルされています。これらは、Xone を利用したク
ライアントアプリケーションでもあります。バンドルされているツールは次のとおりです。

・モデルマネージャ

　フォルダやオブジェクトの管理など、中心となるツール

・オブジェクトエディタ

　オブジェクトの作成・編集ツール
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１　モデルマネージャ

フォルダやオブジェクトを操作・管理するもので、ファイルマネージャのようなツールです。また、こ
のツールは、クラスやインスタンスを作成するオブジェクトエディタを起動します。モデルマネー
ジャを起動するには、XONE_HOME の bin フォルダにある、modelManager.bat を実行します。最
初にユーザ名、パスワードを入力するダイアログが表示されるので、それぞれ入力してください。ユ
ーザ認証が終わると、次のような画面になります。

画面の左はフォルダのツリー構造を示し、画面右はそのフォルダ内のフォルダやオブジェクトの一
覧を表示します。ノードの一覧の上部にある名前や種類などの欄をクリックすると、ソートできます。

1.1　ツールバー

ツールバーには、次の４個のボタンがあります。

「ヘルプ」ボタンはヘルプ情報を表示します。「製品について」ボタンは製品情報を表示します。終
了ボタンは、モデルマネージャを終了させます。

「再初期化」ボタンをクリックすると、次のようなダイアログが表示されます。



このダイアログで OK ボタンをクリックすると、外部関数（ユーザ定義関数）やビジネスロジック、
xone.properties に書かれた各種の設定情報を再度読み込んで初期化します。このとき、ログイン
中のユーザがいる場合、不測の事態が起こる可能性があります。そのため、 セッションマネージャ
で他にログインしているユーザがいないか確認してから実行してください。なお、xone.properties に
書かれたルータの設定情報は反映されません。ルータの設定を変更したい場合は再起動が必要
です。

1.2　フォルダの右クリックメニュー

フォルダツリー上では、基本的にマウスの右クリックで表示されたメニューで操作します。次の図
は、右クリックしたときに表示されるメニューです（フォルダの状態によって表示は少々異なりま
す）。

各メニューの内容は以下のとおりです。

・プロパティ

指定されたフォルダのプロパティを表示・変更します。このメニューを選択すると、次のようなダイア
ログが表示されます。



このダイアログでは名前、更新日時、説明、ヒントを変更できます。説明、ヒントには、それぞれ 255
文字までの文字列を入力できます。

・再表示

指定されたフォルダの内容を再表示します。フォルダの内容はいったん表示されるとキャッシュさ
れて、再度表示するときはその内容が使われますが、再表示すると新たにサーバから内容を取得
してから表示します。



・検索

オブジェクトを検索します。このメニューを選択すると、次のようなダイアログが表示されます。

ここで、左上の where 句、またはエレメント条件式の欄に検索条件を入力して、検索ボタンを押す
と検索できます。where 句の欄には、オブジェクトを保存しているテーブル（オブジェクトテーブル）
に対する SQL の where 句を指定できます（ただし、セミコロンで区切ることはできない）。オブジェ
クトテーブルは、次のような定義になっています。

フィールド名 型 内容

Name 文字列 オブジェクト名が格納されているフィールド

Type 文字列 オブジェクトのタイプが格納されているフィールド。

内容は XoneClass、XoneInstance、XoneClass のいずれかに
なっている

ClassName 文字列 オブジェクトのクラス名が格納されているフィールド。
XoneClass の場合はオブジェクト名と同じ

Timestamp 日時 オブジェクトが作成または更新された日時

Hint 文字列 オブジェクトの ID フィールド

Elements 文字列 エレメントの内容が文字列として格納されているフィールド

正確には、オブジェクトテーブルには上記の他にもフィールドはありますが、検索で使うのはこれぐ
らいだと思います。

where 句の例：
　ClassName = 'Order'　

この例は、オブジェクトのクラス名が'Order'であるものを検索します。
エレメント条件式の欄には、エレメントに対する条件式を指定します。条件式については、開発ガ



イドの「3.2.2 オブジェクトの読み込み」を参照してください。where 句とエレメント条件式の両方に
条件式を定義した場合、その and で検索されます。

エレメント条件式の例：

　startsWith('#name','伊藤');　

この例は、name というエレメントの値が伊藤'で始まるオブジェクトを検索します。検索結果は、次の
ように表示されます。

右の検索結果の一覧では、オブジェクトの編集などができます。これらのメニューについては、
「1.3 リストの右クリックメニュー」を参照してください。



・新規作成

新規作成には、フォルダ、クラス、インスタンス、Any インスタンスの４つのサブメニューがあります。

・フォルダの新規作成

サブメニューからフォルダを選択すると、プロパティメニューと同様のダイアログが表示されるので、
名前、説明、ヒントを入力します。 



・オブジェクト（クラス、インスタンス、Any インスタンス）の新規作成

オブジェクトの新規作成の場合、オブジェクトの種類によって操作は変わります。クラスを選んだ場
合、次のようなダイアログが表示されます。

ここで、名前とヒントを入力し、「次へ...」ボタンをクリックします（名前は必須です）。画面には、次の
ようなオブジェクトエディタが表示されます。



オブジェクトエディタの操作については後述します。

オブジェクトの種類として Any インスタンスを選んだ場合、さきほどのクラスを選んだ場合とほとん
ど同じ次のダイアログが表示されます。

ここで、名前とクラス名、ヒントを入力し、「次へ...」ボタンをクリックします（名前とクラス名は必須で
す）。画面には、さきほどと同様のオブジェクトエディタトが表示されます。

オブジェクトの種類としてインスタンスを選んだ場合、まずその元となるクラスを指定します。画面に
はクラスを選択するために、次のような画面が表示されます（これは ObjectChooser のダイアログで
す）。

ここで、クラスを指定し、「開く」ボタンをクリックすると、次のダイアログが表示されます。



ここで、名前とヒントを入力し、「次へ...」ボタンをクリックします（名前は必須です）。画面には、オブ
ジェクトエディタトが表示されます。

・インポート

指定されたフォルダに、XML ファイルからオブジェクトを読み込みます。ファイルダイアログが表示
されるので、ファイルを指定してください。

・エクスポート

指定されたフォルダ内のオブジェクトを XML ファイルとして書き出します。ファイルダイアログが表
示されるので、ファイルを指定してください。なお、このとき書き出されるオブジェクトはそのフォル
ダ内のオブジェクトに限られ、そのサブフォルダ内のオブジェクトまでは書き出されません。

・切り取り、コピー、貼り付け

フォルダの切り取り、コピー、貼り付けを行います。

・削除

フォルダを削除します。ただし、実際には削除マークが付けられるだけで、内容は削除されません
（削除された状態のとき、他者が上書きしてしまう可能性はあります）。削除されると、そのフォルダ
は赤く表示されます。削除されたフォルダ内の子フォルダやオブジェクトはマゼンタで表示され、こ
れは無効であることを示します。無効の場合は単独で復活することはできず、その削除された親
フォルダを復活してください。

・完全削除

フォルダをそれに含まれるサブフォルダやオブジェクトを含めて完全に削除します。後で復活する



ことはできません。

・復活

削除されたフォルダを復活します。

1.3　リストの右クリックメニュー

モデルマネージャの右側には、左のフォルダツリーで指定されたフォルダの子フォルダやオブジェ
クトのリストが表示されます。このリスト上でも、基本的にマウスの右クリックで表示されたメニューで
操作します。また、リスト上では複数のフォルダやオブジェクトを選択できます。次の図は、右クリッ
クしたときに表示されるメニューです（選択した状態で表示は少々異なります）。

各メニューの内容は以下のとおりです。



・プロパティ

指定されたフォルダまたはオブジェクトのプロパティを表示・変更します。フォルダのプロパティに
ついては、フォルダのメニューと同じです。オブジェクトの場合、次のようなダイアログが表示されま
す。

このダイアログでは、名前、更新日時、ヒントを変更できます。

・表示

選択されているオブジェクトの内容を表示します。



・編集

選択されているオブジェクトを編集します。次のようなオブジェクトエディタが表示されます。

オブジェクトエディタの操作については後述します。

・新規作成

新規作成には、フォルダ、クラス、インスタンス、Any インスタンスの４つのサブメニューがあります。
これらはフォルダのメニューの操作と同じで、現在のフォルダ内にそれぞれを新規作成します。

・インポート

現在のフォルダに、XML ファイルからオブジェクトを読み込みます。ファイルダイアログが表示され
るので、ファイルを指定してください。

・エクスポート

選択されたオブジェクトを XML ファイルとして書き出します。ファイルダイアログが表示されるの
で、ファイルを指定してください。

・切り取り、コピー、貼り付け

選択されたフォルダやオブジェクトの切り取り、コピー、貼り付けを行います。

・削除

選択されたフォルダやオブジェクトを削除します。ただし、実際には削除マークが付けられるだけ



で、内容は削除されません（削除された状態のとき、他者が上書きしてしまう可能性はあります）。
削除されると、赤く表示されます。削除されたフォルダ内の子フォルダやオブジェクトはマゼンタで
表示され、これは無効であることを示します。無効の場合は単独で復活することはできず、その削
除された親フォルダを復活してください。

・完全削除

選択されたフォルダやオブジェクトを完全に削除します。後で復活することはできません。

・復活

削除された選択されたフォルダやオブジェクトを復活します。



２　オブジェクトエディタ

モデルマネージャでオブジェクトの新規作成や編集を行うと、次のようなオブジェクトエディタが表
示されます。

オブジェクトエディタでの操作は、オブジェクトの種類によって少々異なります。

・クラスと Any インスタンス

クラスと Any インスタンスの場合、エレメントやエレメントリストは自由に追加・削除できます。タイプ
の欄には、コンボボックス内のリストから選ぶこともできますし、また自由にキー入力できます。コン
ボボックスから「（クラス...）」を選ぶと、クラスを選ぶためのダイアログ（ObjectChooser）が表示されま
す。そこで、クラスを選ぶとタイプの欄には、そのクラスのパスが入ります。



Any インスタンスの場合、エレメントリストの内容を編集できます。編集するには、エレメントリストを
選択して右クリックメニューを表示し、「内容の編集...」をクリックします。次のようなダイアログが表
示されるので、内容を編集します。

エレメントリストを削除するときは、削除するエレメントリストで右クリックメニューを表示し、「削除」を
クリックします。

Any インスタンスの場合は、「読み込み」ボタンをクリックしてサーバから複数のオブジェクトを読み
込むことができます（クラスを読み込むことはできません）。なお、このとき同じ名前のエレメントやエ
レメントリストがあったときは、後から読み込んだものに上書きされます。

クラスの場合、エレメントリストの追加・削除はできますが、その内容の編集はできません。Any イン
スタンスと同様に「読み込み」ボタンをクリックしてサーバから複数のオブジェクトを読み込むことが
できます（クラスも読み込むことができます）。

エレメント上で右クリックすると、次のようなメニューが表示されます。

ここで、「値の編集...」を選ぶと、クラスの場合は次のようなダイアログが表示されます。



ここで、値（インスタンスのデフォルト値になる）、制約式、制約式のメッセージを入力できます。制
約式をテストするときは、「テスト」ボタンをクリックします。制約式には、セミコロンを忘れずに付けて
ください。



Any インスタンスで「値の編集...」を選ぶと、次のようなダイアログが表示されます。

・インスタンス

インスタンスの編集の場合、エレメントはその値のみ編集できます。エレメントを追加・削除したり、
型を変更することはできません。また、エレメントリストの変更や追加・削除はできませんが、その内
容は自由に編集できます。エレメントリストの内容を編集するには、編集するエレメントリストで右ク
リックメニューを表示し、「内容の編集...」をクリックします。

「評価」ボタンをクリックすると、設定したエレメントの値に対して、クラスで定義されている制約式に
合致するかどうか評価できます。


